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研究実績 

の概要 

安静時血圧は正常であるにもかかわらず、運動によって過剰な血圧上昇を示す方がいる。こ

のような方々は、将来の高血圧発症率が高いことが報告されている。一方で、運動時過剰血

圧反応の統一した基準はなく、さらにこのような方は見つかった時点ですでに臓器障害を有

しているのか、治療介入を考慮すべきか、その場合運動時血圧がいくつ以上で治療が必要か、

どのような治療法が最適か、など疑問な点が多い。これらを明らかにすることが本研究の目

的である。近年、運動習慣者は増加している（平成 22 年度：男性 34.8%、女性 28.5%。厚生

労働省ホームページ）。新潟市は地域に密着したプロスポーツの存在もあり、運動を中心と

した健康づくりが進めやすい環境にあると考えられ、運動を安全に行うためのみならず、そ

の効果をより有益なものとするためにも、本研究は重要である。 

健康づくりスポーツ医科学センターでは、健康づくり支援として＜生活習慣改善コース＞を

開催し、血液、尿、心電図検査等に加え、3 ヶ月のコース開始時と終了時に、自転車エルゴ

メータ運動負荷試験を行い、運動時血圧反応も記録している。平成 24,25 年度に助成をいた

だき、検査機器購入、データベース構築、解析に必要な機器、ソフトをそろえ、＜安静時正

常血圧者における運動負荷時の血圧反応＞について検討を行ってきた。その結果、１．安静

時非高血圧者（安静時収縮期血圧(SBP)<140mmHg かつ拡張期血圧(DBP)<90mmHg）の 40％が自

転車エルゴメータ運動負荷により過剰血圧反応（今回は、男性で運動時中に SBP210mmHg 以

上、女性で 190mmHg 以上を示した場合過剰反応あり、と定義した。）を示す、２．安静時非

高血圧者の中でも、安静時至適血圧群（安静時 SBP<120mmHg かつ DBP<80mmHg）に比し、安静

時正常高値血圧群（安静時 SBP130-139mmHg かつ/または DBP85-89mmHg）は、運動時過剰血圧

反応を呈しやすい、３．男性と女性で過剰血圧反応に寄与する因子が異なる、４．腎臓器障

害と運動時過剰血圧反応の有無の間には、横断的検討では関連を認めない、５．センターの

指導する＜生活習慣改善コース＞を基本としたトレーニングにより、運動時過剰血圧反応は

有意に改善する、ことを見出した。 

今後、１．運動時過剰血圧反応群の長期経過観察、２．トレーニングによる血圧反応改善の

機序、３．トレーニング効果がある群とない群の違い、４．トレーニング効果は一時的なも

のか、持続するか、５．運動時血圧反応と日々の活動性、一日血圧との関連、などの検討を

加え上記の疑問点を解明したい。 

 


